
令和３年度広報活動の主な取組について（R4.1.31現在）

項 目 主な取組内容

１ 印刷物等 に ⑴ 公式ポスターの一部改訂及び配付

よる広報 ア 改訂点

① 国体

・ 名称（第75回⇒特別）

・ 開催期間（2020.10.3～13⇒2023.10.7～17）

・ 会期前実施競技，開催期間の追記

② 大会

・ 名称（第20回⇒特別）

・ 開催期間（2020.10.24～26⇒2023.10.28～30）

・ 主催者名称の変更（鹿児島県体育協会⇒鹿児島

県スポーツ協会）

イ 配付時期 令和３年８月下旬から随時

ウ 配 付 先 県内市町村，学校，中央競技団体，空

港・ＪＲの駅，宿泊施設，飲食店 等

⑵ 広報紙「カゴスポ」の発行

※ これまで発行した「カゴスポ」についてはホームペ

ージに掲載し，取り上げた選手や競技を閲覧しやすい

ように整理する。

２ 多様なメ デ ⑴ ホームページによる広報

ィアによる 広 専用ホームページの活用により，両大会に関する情報

報 を迅速かつ広域的に発信
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項 目 主な取組内容

⑵ 広報用映像（ＤＶＤ）のリニューアル

2018年に作成した広報用映像をリニューアルし，学校

や各地域でのイベントやホームページ等で放映すること

により，県民運動への積極的な参加に結びつけ，県民総

参加の大会実現を図る。

ア 内容

○ 映像リニューアル

2023年開催延期に係る必要な修正を行う。（会期，

ロゴの変更，東京オリパラ関係部分の削除等）

イ 映像の複製・貸出

原盤を複製して，市町村・競技団体へ配布（150枚複

製予定）

⑶ インタビュー動画の制作

両大会への興味・関心をさらに高めるため，両大会で

活躍が期待される選手にインタビューを行い，その動画

をホームページや，ＳＮＳ等にアップロードする。（詳細

は別紙のとおり）

⑷ その他メディア

ア ＳＮＳ（ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ，ﾂｲｯﾀｰ，ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ）による情報発

信（随時）

イ 県広報紙・県政広報番組，フリーペーパーや情報誌

等の活用（随時)

３ イベント等 ⑴ 各種イベント等における広報

による広報 両大会への県民総参加の実現へ向けて，各種行事・イ
ベント等と連携し，パネル展示や広報グッズを配布。

・ かのやパラスポーツフェスタほか，計31回

⑵ 出張授業の実施

かごしま国体・大会の開催に向け，開催気運を再醸成

するため，出張授業を実施。

ア 場所

県内小・中・高等学校等

イ 内容

国体ダンス講座，障害者

スポーツ体験 等
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項 目 主な取組内容

ウ 実施方法

国体大会局職員が学校に直接出向き実施（学校側の

希望に応じて活動を展開）

エ 実施実績

鹿屋市立大姶良中学校ほか，計23校で実施

４ 後催県交 流 滋賀県をはじめとする後催県とのスポーツを通じた人的

推進事業を 通 交流等を通じ，両大会に向けた開催気運の再醸成や競技力

したＰＲの 実 向上の推進を図る。

施

⑴ 内容

ア 招待事業（後催県アスリートを本県に招待）

イ 派遣事業（本県アスリートを後催県に派遣）

ウ その他事業（後催県におけ

るＰＲ活動等）

※ 後催県と本県の競技団体

のマッチングの結果，今年

度は招待事業のみ実施

⑵ 事業対象者

鹿児島県，滋賀県，青森県及び宮崎県の競技団体

５ 鹿児島・ 佐 ⑴ 趣旨等

賀エールプ ロ 令和５年の「かごしま国体・大会」及びその翌年の「佐

ジェクト推 進 賀国スポ・全障スポ」の“双子の大会”を契機として両

事業を通し た 県の関係深化を図るため，佐賀県との連携により，スポ
ＰＲの実施 ーツをはじめとした様々な交流を行うプロジェクト（エ

ールプロジェクト）を推進する。

⑵ 内 容

ア ジュニアアスリートや障害者アスリート等による交流

イ 高校生によるプレゼン交流

ウ 修学旅行の相互の誘致

エ 県産品のＰＲや販売，ものづくり企業等の交流

オ 歴史シンポジウムの開催 等
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項 目 主な取組内容

（交流事業の詳細は別紙のとおり）

６ 広報・県 民 燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会の常

運動専門委 員 任委員会から付託された事項（広報・県民運動に関するこ

会の開催 と。広報に関すること。）について調査審議する。

⑴ 開催時期

・ 第14回 令和３年５月21日

・ 第15回 令和４年２月18日（予定）

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大状況により，両

回ともに書面による開催

⑵ 委 員 学識経験者，県スポーツ協会，市町村，

学校，産業・経済団体（商工農林水産），観

光（観光，特産品），社会団体（社協，公民

館），マスコミ，県（計26名）
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かごしま国体・大会ＨＰ上で今後の活躍が期待される

選手へのインタビュー動画を公開

１ 内 容

○ 来年開催される「燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会」につ

いて，開催気運の醸成を図るため，今後の活躍が期待される選手の

インタビュー動画を制作。

○ インタビュー動画を通して，各種競技の様々な魅力を県民の皆さ

んにお伝えするとともに，選手の方々を身近に感じてもらいたい。

２ 公開時期

○ 第一弾を，１月21日（金），かごしま国体・大会のホームページ上

で公開。

○ かごしま国体の正式競技３７競技，かごしま大会の正式競技１４

競技について，活躍が期待される選手を来月以降も随時公開。

３ 動画タイトル

Ｒｏａｄ ｔｏ ２０２３
－ Ｋａｇｏｓｈｉｍａ Ａｔｈｌｅｔｅｓ’Ｖｏｉｃｅｓ －

４ 動画の概要

競技の様子と以下の質問についてのインタビューを撮影（約３分）

・ 競技をはじめたきっかけ

・ 競技の魅力

・ かごしま国体・かごしま大会へ向けた意気込み

・ 指導者からの一言 等

５ 公開 第一弾

①岡澤セオン（おかざわせおん）選手（ボクシング競技）

②古殿阿寿佳（ふるどのあすか）選手（知的障害者バレーボール競技）
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かごしま国体・大会での活躍が期待される選手の

インタビュー動画（１月公開分）

１ かごしま国体関連選手

＜国体関連選手＞

１ 氏名 岡澤セオン（26）

２ 競技 ボクシング

３ プロフィール

出身：山形県

所属：株式会社INSPA

階級：ウェルター級（66.68kg以下）

戦績：2019年 ASBCアジア選手権大会 銀メダル(※日本人36年ぶり)

2021年 東京2020オリンピック出場

2021年 AIBA男子世界選手権大会 金メダル(※日本人初)

※ 動画（抜粋）

Ｑ：かごしま国体に向けた意気込

みを聞かせてください。

Ａ：鹿児島県民の方々に直接感謝

を伝えられる舞台だと思っている

ので，「岡澤セオンが鹿児島に来て

よかった。」と思ってもらえるよう

な試合がしたい。

２ かごしま大会関連選手

＜大会関連選手＞

１ 氏名 古殿阿寿佳（21）

２ 競技 バレーボール

３ プロフィール

・鹿児島県知的障害者バレーボール女子チーム所属

・小学校４年生でバレーボールを始める。

・鹿児島城西高校３年の際，福井県で開催された全国障害者ス

ポーツ大会に出場。

・現在，一般企業で働きながら，大会に向け練習に励む。

※ 動画（抜粋）

Ｑ：かごしま大会に向けた意気込

みを聞かせてください。

Ａ：コロナ禍で，みんなで練習す

るのは難しい状況ですが，2023年

かごしま大会に向けて自分の課題

をしっかりと練習していきたいで

す。
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令和３年度 鹿児島・佐賀エールプロジェクトの取組状況について
（Ｒ３.１月末時点）

１ アスリートの交流

⑴ 佐賀県からの受入

これまで，３競技実施（交流人数121名）

競 技 名 時期 場 所 種別 人数

水泳（飛び込み） ８月 鴨池公園水泳プール 少年男女 16名

ボウリング 11月 サンライトゾーン 少年男女 39名
成年男女

バレーボール 11月 鹿児島商業高校 少年男女 66名
吉田文化体育センター

⑵ 佐賀県への派遣

これまで，３競技実施（交流人数95名）

競 技 名 時期 場 所 種別 人数

空手道 10月 SAGA FURUYU CANP 少年男女 31名
（佐賀市） 成年男女

カヌー 12月 神埼市Ｂ＆Ｇ海洋セン 少年男女 23名
ター（神埼市） 成年男女

ライフル射撃 １月 SAGAサンライズパークエアーライフル 少年男女 41名
射撃場（佐賀市） 成年男女

※ ２月にバスケットボール（少年女子）の交流を予定していたが，
新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い中止。
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２ 障害者アスリートの交流【障害者支援室】

⑴ 佐賀県からの受入

これまで，２競技実施（交流人数71名）

競 技 名 時期 場 所 人 数

卓球 11月 ハートピアかごしま 45名

バスケットボール 12月 ハートピアかごしま 26名

ソーシャルフットボール ３月 吹上浜公園体育館 38名
(予定)

※ ２月に指宿市開聞総合グラウンドを会場に，グランドソフトボ
ールの交流を予定していたが，新型コロナウイルス感染症の拡大
に伴い中止。

⑵ 佐賀県への派遣

これまで，２競技実施（交流人数74名）

競 技 名 時期 場 所 人 数

サッカー 10月 駅前不動産スタジアム（鳥栖市） 37名

バレーボール 12月 SAGA総合プラザ（佐賀市） 37名

卓球バレー ２月 同上 78名
(予定)

ブラインドテニス ３月 同上 35名
(予定)
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３ 県民の交流

⑴ 高校生によるプレゼン交流

佐賀県が実施する企画コンテストへ代表校を派遣

「第５回 佐賀さいこう！企画甲子園」

・日 時 令和３年12月12日(日) 13:00～16:30

・場 所 佐賀城本丸歴史館

・応募総数 佐賀県65チーム，鹿児島県５チーム

・本選出場チーム 佐賀県８チーム，鹿児島県２チーム

・結 果 最優秀企画賞 鹿児島中央高校（おごじょーず）
優秀企画賞 神埼清明高校（チームせいめい）
企 画 賞 牛津高校（こい²プロジェクト）

唐津東高校（唐津東Ｂ）

⇒ 企画発表後，出場校及び審査員にて交流会を実施(17:00～18:00)
⇒ 最優秀企画賞の副賞は，佐賀県内ツアー(3/5～3/6)

⑵ 佐賀県公式ｳｫｰｷﾞﾝｸﾞｱﾌﾟﾘ（SAGATOCO）に県内３ｺｰｽを追加【観光課】

⑶ 修学旅行の相互誘致・相互歓迎【観光課】

○ 11月24日～26日に県観光連盟が佐賀県にて修学旅行のセールスを
実施

○ 10月より両県修学旅行生を歓迎し，ノベルティ（クリアファイル
等）の配布等を実施

報告事項１（資料５）

-31-



⑷ 鹿児島・佐賀・タイの高校生によるオンライン交流【国際交流課】

・期 日 令和３年12月15日(水）

・交流主体 鹿屋女子高校，佐賀商業高校
ナクラーセーンスクサースクール

・交流概要 ①学校紹介，自己紹介
②「スポーツ」「季節の行事」についてトーク

４ 産業・文化の交流

⑴ 歴史シンポジウムの開催（7/17）
【文化振興課】

⑵ 佐賀県立美術館特別展の開催（9/7～）
【佐賀県】

⑶ 県産酒交流プロジェクト【かごしまＰＲ課】

両県の繁華街等で相互に県産酒，特産品の試飲・販売を実施

実施県 時期 実施内容

鹿児島県 12/10～1/6 ・佐賀駅構内にて焼酎等の試飲販売｡
・佐賀市の観光案内所にて特産品等の販売。

佐 賀 県 12/25～26 ・仙厳園及び石橋記念公園で行われるイベ
ント（焼酎エクスペリエンス）に出店し，
試飲・販売を実施

⑷ 両県製造業者の交流【産業立地課】

本県の製造業者が佐賀県を訪問し，佐賀県の企業との交流を実施

・期 日 令和３年12月14日（火）～15日（水）
・場 所 佐賀県
・参加企業 かごしまモノづくり推進協議会会員企業

佐賀県工業連合会
・内 容 意見交換，企業視察（２社），佐賀県知事表敬

５ 市町村・関係団体による交流

⑴ 鹿屋女子高校による書道パフォーマンス
（５月）

⑵ 薩摩藩英国留学生記念館と大隈重信記念
館との連携（７月～）

⑶ 県職員生活協同組合による佐賀県会社製
造の菓子の特売（８月～）

⑷ 「焼酎みしま村」を柿右衛門窯製記念ボトルに入れて販売（11月～）
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令和３年度県民運動の主な取組について（R4.1.31現在）

項 目 主な取組内容

１ 県民運動
普及・啓発

２ クリーン
アップ運
動・あいさ
つ運動

(1) 目的
両大会において，本県を訪れる方々を県民総参加のもと,まごこ

ろのこもったおもてなしでお迎えし，鹿児島の多彩な魅力を全国
に発信する両大会の実現を目指して，県民一人一人が様々な形で
参加・協力する県民運動の普及・啓発を図る。

(2) 取組内容
① 両大会延期等に伴う「県民運動基本方針」及び「県民運動基本
計画」の改訂(R3.6.3)

② 両大会延期等に伴う「県民運動プログラム（取組の手引き）」
の改訂（R3.5.21）

③ 両大会延期等に伴う県民運動ガイドブック及びリーフレットの
作成（リニューアル）・配布
・ 県民運動ガイドブック HP掲載（10月掲載）
・ 県民運動リーフレット 30,000部（10月作成）

※ イベント等で県民に配布
＜スケジュール＞

(1) 目的
市町村や地域で実施されるクリーンアップ運動及びあいさつ運動

に参加することで，両大会開催気運の再醸成や県民運動の推進を図
る。

(2) 取組内容
・ 参加者に両大会に関するチラシや県民運動リーフレット，啓発
グッズの配布

・ 着ぐるみによるＰＲ
・ 活動の様子をホームページやＳＮＳ等で紹介

時期 内 容

R3.5.21 「県民運動プログラム（取組の手引き）」改訂
（第14回広報・県民運動専門委員会）

R3.6.3 「県民運動基本方針」及び「県民運動基本計画」
改訂（第９回常任委員会）

R3.10 「県民運動ガイドブック」及び「県民運動リーフ
レット」作成・配布
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項 目 主な取組内容

３ 「2023お
もてなし
隊」（県民
運動参加団
体）募集・
登録

(3) 実績

※ 新型コロナウィルス感染症の感染状況を勘案しながら，活動を
実施。

※ 2020年（令和２年）の両大会開催に向けて，平成30年10月から募
集していたが，両大会の延期に伴い令和２年６月19日付で募集中止。
10月に両大会の令和５年開催が決定したことから，名称を「2023

おもてなし隊」に変更し，令和２年11月２日から募集を再開。

(1) 目的
両大会において，花いっぱい運動やクリーンアップ運動などの県

民運動に取り組む団体を「2023おもてなし隊」として募集・登録し，
活動状況をホームページやＳＮＳ等で紹介することで，両大会に向
けた県民運動の広がりを促進する。

(2) 対象団体
自治体・町内会単位，学校・部活動単位，クラブ・サークル単位，

企業・事業所単位 等

(3) 対象となる活動例
① 競技会場や沿道，河川，海岸，地域等の清掃活動への参加
② 競技会場や沿道，町並み，地域などを花で彩る花いっぱい運動
への参加

③ 各種行事で「ゆめ～KIBAIYANSE～ダンス」の活用 等

【令和３年度活動計画・実績（R4.1.31現在）】

報告事項２（資料６）
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項 目 主な取組内容

４ 花いっぱ
い運動の推
進

(4) 募集期間
令和２年11月２日(月)～令和５年８月31日(木)

※ 平成30年10月３日(水)から募集していたが，両大会の延期に伴
い，令和２年６月19日付で募集中止。11月２日から募集再開。

(5) 登録状況（令和４年１月31日現在）

(1) 目的
両大会において，開・閉会式会場や競技会場，沿道等をたくさん

の花で彩り，来県する方々をまごころのこもったおもてなしでお迎
えするため，県下全域における花いっぱい運動を促進する。

(2) 花育てリレーの実施
育苗機関（県内農業系高校等）で種子から育てたポット苗を，関

係市町を経由して育成団体（学校等）に配布し，プランターで両大
会開催時期に開花させ，競技会場や沿道等に飾る取組

① 実施時期 令和３年４月～10月
② 育苗機関 21機関
③ 花苗の数量 9,456株
④ 関係市町 25市町（国体競技会場地）

※ 鹿児島市及び垂水市は組織の体制や予算の関係で不参加。来年度は参加
してもらえるようにお願いしていく。

⑤ 使用する推奨花
５種類
マリーゴールド・サルビア・ニチニチソウ・コリウス・
ポーチュラカ

育苗機関 関係市町 花の育成団体 沿道，会場な

① 花苗の受け取り （学校，自治会等） ど，「花いっ

播種･育苗 ② 花の育成団体へ配布 プランターへの ぱい」でのお
定植，管理 もてなし

報告事項２（資料６）
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項 目 主な取組内容

(3) 推奨花の種子袋の作成・配布
① 作 成 数 32,000袋
② 配布時期 令和３年４月～８月
③ 配 布 先 県内全市町村及び2023おもてなし隊に配布，イベン

ト等で県民に配布

(4) 花育て教室の開催
推奨花の特徴や育て方の説明，寄せ植え等の実技講習を行う花育

て教室を通じて，県下全域での花いっぱい運動の展開を促進する。
① 開催日時・場所等

② 内容
・ 推奨花の特徴説明
・ 両大会開催時期（10月）に開花させる栽培スケジュール等の
説明

・ 苗づくり，苗の植え付け方，植え付け後の管理，寄せ植え等

報告事項２（資料６）
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項 目 主な取組内容

５ 「ゆめ～
ＫＩＢＡＩ
ＹＡＮＳＥ
～ダンス」
講習会

６ 運営ボラ
ンティア

(1) 目的
両大会の開催気運の醸成を図るために制作した「ゆめ～ＫＩＢＡ

ＩＹＡＮＳＥ～ダンス」を県内に広く普及し，地域及び学校等の行
事や運動会等で活用していただくことで，令和５年の両大会の開催
周知と気運の再醸成を図るため，講習会を開催する。

(2) 開催日時・場所等

(1) 概要
両大会の開・閉会式やかごしま大会競技会等の運営補助を行って

いただく運営ボランティアの募集に係るポスター及びリーフレット
を作成する。
※  運営ボランティア募集開始は，令和４年４月頃を予定

(2) 取組内容
① 運営ボランティア募集要項の改訂（令和４年２月頃，広報・県
民運動専門委員会で審議予定）

② 募集ポスター及びリーフレット制作・配布
・ 募集ポスター 2,000部 令和４年３月頃作成予定
・ 募集リーフレット 35,000部 令和４年３月頃作成予定
※ 市町村，中学・高校，大学，各種団体等に配布及びイベント等
で県民に配布

報告事項２（資料６）
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項 目 主な取組内容

７ 広報ボラ
ンティア活
動

＜スケジュール＞

(1) 目的
両大会の開催周知と気運の再醸成を図るため，広報ボランティア

を活用して広報活動を展開する。

(2) 概要
① 広報ボランティア募集
ア 募集期間 令和３年４月１日(木)～令和３年７月30日(金)

※ 定員に達し次第，募集終了
イ 募集人数 50人程度
ウ 要 件 鹿児島県民（令和３年４月１日時点で18歳以上の

方 ※高校生を除く）
エ 待 遇 ・ 交通費・ユニフォーム支給（報酬は無償）

・ 必要に応じて昼食支給
・ ボランティア保険加入

オ 登録状況 社会人17人，大学生20人，短大生５人，専修学校
生２人 計44人(R4.1.31現在)※７月30日募集終了
（昨年度から継続登録７人，新規登録37人）

② 活動概要
ア 活動場所 県内各地で行われる各種イベント会場や街頭 等
イ 活動内容 ・ 両大会に係るチラシや広報・啓発グッズの配

布
・ 募金活動
・ 着ぐるみによるＰＲ 等

ウ 活動実績
11市町延べ33回（Ｒ４年１月31日現在）
※ 吹上浜砂の祭典，ニューサマーマルシェin吉野公園，曽
於市カヌー大会，あいらスポーツフェスタ，上野原縄文の
森秋祭り，かごしま海と街マルシェ，出水市大産業祭 等

※ 新型コロナウイルス感染症の感染状況を勘案しながら，
活動を実施。

時期(予定) 内 容

R4.2 「運営ボランティア募集要項」改訂
（広報・県民運動専門委員会審議）

R4.2～3 運営ボランティア募集ポスター及びリーフレット
作成

R4.4 運営ボランティア募集開始

報告事項２（資料６）
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令和４年度広報活動の主な取組について（R4.1.31現在）

項 目 主な取組内容

１ マスコッ ト マスコットキャラクター（ぐりぶーファミリー）の着ぐ

キャラクタ ー るみを活用し，イベント等で両大会のＰＲを行う。

による広報

⑴ 活用が想定される機会

県内市町村主催のイベント，

学校行事，スポーツイベント

（プロリーグでの試合等），各

種会議 等

⑵ 保有数：14体（ぐりぶー④

さくら③，子ども⑦） （マスコットキャラクターに

よるＰＲ活動の様子）

２ 印刷物等 に ○ パンフレット等の作製

よる広報 ⑴ 発行予定部数

・ パンフレット 10,000部

・ チラシ 10,000部

⑵ 内容

競技日程・競技会場 等

⑶ 配布先

県内市町村実行委員会，競

技団体，経済団体，学校等

（350箇所程度を予定）

⑷ その他

既存のパンフレット等に， （チラシイメージ）

競技日程等の時点修正を加えて発行する。

３ メディア に ⑴ ホームページによる広報

よる広報 専用ホームページの活用により，両大会に関する情報

を迅速かつ広域的に発信する。

⑵ 選手インタビュー動画制作

両大会への興味・関心をさらに高めるため，両大会で

活躍が期待される選手にインタビューを行い，その動画

をホームページや，ＳＮＳ等にアップロードする。

報告事項３（資料７）
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項 目 主な取組内容

ア 対 象

両大会で活躍が期待される選手（正式競技全て）

イ 発信計画

毎月２～３人の動画をアップ

ウ インタビューの内容

選手自己紹介，競技の魅力，両大会に向けた決意等

⑶ 新聞による広報

ア 掲 載 紙 南日本新聞・南海日日新聞

イ 掲載時期 両大会の１年前（10月），開催年（2023

年）元日

⑷ その他メディア

ア ＳＮＳ（ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ，ﾂｲｯﾀｰ，ｲﾝｽﾀｸﾞﾗﾑ）による情報発

信（随時）

イ 県広報紙・県政広報番組，フリーペーパーや情報誌

等の活用（随時)

４ イベント 等 ⑴ 節目におけるイベントの開催

による広報 ア １年前

開催１年前のタイミングを捉え，県民に広くＰＲし，

両大会に向けた参加意識の向上と気運醸成を図る。

① 開催時期 令和４年10月中旬

② 場 所 かごしま県民交流センター

③ 内容（案）

・ ステージイベント（ジュニ

アアスリート紹介，著名アス

リートによるトークショーほ

か）

・ ダンスコンテスト

・ 体験コーナー（競技体験ペ

ーパークラフト製作ほか）

・ 展示・物販コーナー（各市

町村・企業等ブース，国体メ

ダル等の展示ほか）

イ その他 （2019年１年前イベ

① 300日前（令和４年12月） ントの様子）

：北薩地域で開催されるイベントと連携

報告事項３（資料７）

-40-



項 目 主な取組内容

② 200日前（令和５年３月）：大隅地域で開催される

イベントと連携

⑵ 県内で開催されるその他イベント等との連携

各種行事・イベントと連携し，パネル展示や広報グッ

ズを配布する。

⑶ 県内外における出張ＰＲ活動

県内外の会議やイベント，商業施設においてＰＲを行

うとともに，学校等で啓発活動を行う。

ア 場 所

・ 県内大型商業施設・スーパー・県外県人会の会議

・ 栃木国体・大会のおもてなし広場 等

イ 内 容

広報グッズ等の配布，企

業協賛や募金の呼びかけ，

国体・大会関係物品の展示，

応援（歓迎）メッセージ募

集，国体・大会講座（国体

等の歴史観戦方法等），ワー

クショップ（ペーパークラフ （2019年茨城国体おもて

ト），障害者スポーツ体験， なし広場での活動の様子）

ダンス講習 等

ウ 実施方法

実行委員会職員が上記アの場所に直接出向き実施す

る。（学校等では学校側の希望に応じて活動を展開）

５ 屋外広告 物 看板やカウントダウンボード等の屋外広告物を活用して，

・車両広告 に 両大会の開催を県民に周知し，開催気運の再醸成を図る。

よる広報

⑴ 屋外広告物等（設置場所）

ア ＰＲ看板（県庁本庁舎前）

イ 障スポ大会周知用看板（大会開催７市の庁舎や競技

会場等）

ウ カウントダウンボード（鹿児島空港等）

エ ＰＲのぼり旗（各競技会場，民間事業者等）

オ 卓上のぼり旗（協賛企業，競技団体，市町村等）

報告事項３（資料７）
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項 目 主な取組内容

カ 懸垂幕（大型商業施設）

キ コルトンサイン（鹿児島中央駅地下通路）

⑵ 車両広告

ア 内 容

① 肥薩おれんじ鉄道へのラッピング

② 車両用ステッカー（10,000枚）

イ 掲出期間

① ラッピング

Ｒ４年９月～（国体

開催400日前頃）

② ステッカー

Ｒ４年10月～（国体

開催１年前）

（R2～3年のラッピング列車の様子）

６ 広報・県 民 燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会の常

運動専門委 員 任委員会から付託された事項（広報・県民運動に関するこ

会の開催 と。広報に関すること。）について調査審議する。

⑴ 開催時期 Ｒ４年10月，Ｒ５年２月（２回を予定）

⑵ 委 員 学識経験者，県スポーツ協会，市町村，

学校，産業・経済団体（商工農林水産），観

光（観光，特産品），社会団体（社協，公民

館），マスコミ，県（計26名）

７ 報道委員 会 燃ゆる感動かごしま国体・かごしま大会実行委員会の常

の開催 任委員会から付託された事項（広報・県民運動に関するこ

と。広報に関すること。）について調査審議する。

⑴ 開催時期

・ 委員会・部会 Ｒ４年４月，12月（２回を予定）

・ 栃木国体視察 Ｒ４年10月

⑵ 委 員 県内報道機関，県実行委員会（委員会委

員：16名，部会員：延べ31名）

報告事項３（資料７）
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項 目 主な取組内容

８ 先催県視察 栃木国体の式典並びに諸会議の実務研修や，会場設営の

視察等を通じて有益な知見を得る。

⑴ 視察期間 Ｒ４年９月（国体開会式前日）～10月（障

スポ大会閉会式）

⑵ 視察箇所 式典会場，競技会場，各種会議ほか

（撮影台からの取材の様子） （報道員控所の様子）

９ 後催県交 流 滋賀県をはじめとする後催県とのスポーツを通じた人的

推進事業を 通 交流等を通じ，両大会に向けた開催気運の再醸成や競技力

したＰＲの 実 向上の推進を図る。

施

⑴ 内容

ア 招待事業（後催県アスリートを本県に招待）

イ 派遣事業（本県アスリートを後催県に派遣）

ウ その他事業（後催県におけるＰＲ活動等）

⑵ 事業対象者

鹿児島県，滋賀県，青森県及び宮崎県の競技団体

（R３年度の事業（合同練習）の様子）

報告事項３（資料７）
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項 目 主な取組内容

10 鹿児島・佐 ⑴ 趣旨等

賀エールプ ロ 令和５年の「かごしま国体・大会」及びその翌年の「佐

ジェクト推 進 賀国スポ・全障スポ」の“双子の大会”を契機として両

事業を通し た 県の関係深化を図るため，佐賀県との連携により，スポ

ＰＲの実施 ーツをはじめとした様々な交流を行うプロジェクト（エ

ールプロジェクト）を推進する。

⑵ 内 容

ア ジュニアアスリートや障害者アスリート等による交流

イ 高校生によるプレゼン交流

ウ 修学旅行の相互の誘致

エ 県産品のＰＲや販売，ものづくり企業等の交流

オ 歴史パンフレットの作成

カ 「明治日本の産業革命遺産」トークイベントの開催

キ 市町村の交流

ク ＰＲ・広報活動の実施（プロスポーツイベント等と

のコラボレーション）

（R3年度の各分野における交流の様子）

報告事項３（資料７）
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令和４年度県民運動の主な取組について（R4.1.31現在）

項 目 主な取組内容

１ クリーン
アップ運
動・あいさ
つ運動

２ 「2023お
もてなし
隊」（県民
運動参加団
体）募集・
登録

３ 花いっぱ
い運動の推
進

(1) 目的
市町村等が実施するクリーンアップ運動及びあいさつ運動へ参加

し，その活動の様子を県実行委員会ホームページ等で紹介すること
で，両運動の広がりを促進する。

(2) 取組内容
・ 参加者に両大会に関するチラシや県民運動リーフレット，啓発
グッズの配布

・ 着ぐるみによるＰＲ
・ 活動の様子をホームページやＳＮＳ等で紹介

(1) 目的
両大会において，花いっぱい運動やクリーンアップ運動などの県

民運動に取り組む団体を「2023おもてなし隊」として募集・登録し，
活動状況をホームページやＳＮＳ等で紹介することで，両大会に向
けた県民運動の広がりを促進する。

(2) 対象団体
自治体・町内会単位，学校・部活動単位，クラブ・サークル単
位，企業・事業所単位 等

(3) 対象となる活動例
① 競技会場や沿道，河川，海岸，地域等の清掃活動への参加
② 競技会場や沿道，町並み，地域などを花で彩る花いっぱい運動
への参加

③ 各種行事で「ゆめ～KIBAIYANSE～ダンス」の活用 等

(4) 募集期間
令和２年11月２日(月)～令和５年８月31日(木)

(1) 目的
両大会において，開・閉会式会場や競技会場，沿道等をたくさん

の花で彩り，来県する方々をまごころのこもったおもてなしでお迎
えするため，県下全域における花いっぱい運動を促進する。

(2) 花育てリレーの実施
育苗機関（県内農業系高校等）で種子から育てたポット苗を，関

係市町を経由して育成団体（学校等）に配布し，プランターで両大
会開催時期に開花させ，競技会場や沿道等に飾る取組

報告事項４（資料８）
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項 目 主な取組内容

４ 「ゆめ～
ＫＩＢＡＩ
ＹＡＮＳＥ
～ダンス」

① 実施時期 令和４年４月～10月
② 育苗機関 21機関
③ 花苗の数量 24,600株
④ 関係市町 26市町（国体競技会場地）

※鹿児島市は組織の体制や予算の関係で不参加。

⑤ 使用する推奨花（５種類）
マリーゴールド・サルビア・ニチニチソウ・コリウス・
ポーチュラカ

(3) 推奨花の種子袋の作成・配布
① 作 成 数 16,000袋
② 配布時期 令和４年４月～８月
③ 配 布 先 県内全市町村及び2023おもてなし隊に配布，イベン

ト等で県民に配布

(4) 花育て教室の開催
推奨花の特徴や育て方の説明，寄せ植え等の実技講習を行う花育

て教室を通じて，県下全域での花いっぱい運動の展開を促進する。
① 開 催 日 令和４年５月～８月頃
② 開催場所 北薩地区，鹿児島地区，大隅地区，熊毛地区

計４地区
（※Ｒ３年度にコロナの影響で中止にした地区）

③ 定 員 各地区20人

(1) ダンス講習会
両大会の開催気運の醸成を図るために制作した「ゆめ～ＫＩＢＡ

ＩＹＡＮＳＥ～ダンス」を県内に広く普及し，地域及び学校等の行
事や運動会等で活用していただくことで，令和５年の両大会の開催
周知と気運の再醸成を図るため，講習会を開催する。
① 開催時期 令和４年５月中旬～６月
② 開催場所 県内７地区７会場（予定）

（鹿児島市，鹿屋市，薩摩川内市，霧島市，
南九州市，奄美市，屋久島町）

③ 対 象 一般県民

(2) ダンスコンテスト
ダンス発表の場を設けることで本ダンス習得の目標としてもらう

とともに，本ダンスの県民への更なる普及と両大会開催気運の一層
の盛り上げを図る。
① 開催時期 予選：令和４年９月上旬（動画審査）

決勝大会：令和４年10月中旬（１年前イベントと
同時開催予定）

報告事項４（資料８）
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項 目 主な取組内容

５ 運営ボラ
ンティア

６ 広報ボラ
ンティア活
動

② 開催場所 鹿児島市内
③ 対 象 鹿児島県内在住または県内に通勤・通学・通園す

る方

(1) 概要
両大会の開・閉会式やかごしま大会競技会等の運営補助を行って

いただく運営ボランティアの募集及び登録者に対する研修会を行い，
運営ボランティアを養成する。

(2) 取組内容
① 運営ボランティアの募集
ア 役 割 総合案内所等における受付・案内，開・閉会式

における観客誘導・式典補助等
イ 応募要件 令和５年４月１日時点で12歳以上の方
ウ 募集人員 未定
エ 募集期間 令和４年４月１日(金)～令和５年３月31日(金)

（予定）

② 運営ボランティアの養成
運営ボランティア登録者に対して，研修会を実施する。

ア 研修期間 令和４年11月～令和５年３月（予定）
イ 研修場所 離島を除く県内５地区各１市（予定）

(鹿児島市，鹿屋市，出水市，霧島市，南九州市）
ウ 研修内容 両大会の概要，おもてなし，障害のある方への

対応 等

(1) 広報ボランティアの募集
ア 募集期間 令和４年４月１日(金)～令和４年７月29日(金)

※定員に達し次第，募集終了
イ 募集人数 50人程度
ウ 要 件 鹿児島県民（令和４年４月１日時点で18歳以上の

方 ※高校生を除く）

(2) 活動内容
・ 両大会に係るチラシや広報・啓発グッズの配布
・ 運営ボランティア募集の呼びかけ
・ 募金活動
・ 着ぐるみによるＰＲ 等

報告事項４（資料８）
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項 目 主な取組内容

７ 歓迎装飾 (1) 手作りのぼり旗の制作
全国から訪れる方々をおもてなしの心で温かく迎えるため，手作

りのぼり旗を制作する。
① 制 作 者 県内の希望する小・中・高・特別支援学校
② 制 作 数 201枚（47都道府県×３セット，20政令指定都市×

３セット）
③ 設置箇所 両大会の開・閉会式会場

(2) 後催県感謝横断幕の制作
両大会開催を令和５年に延期するにあたって，御理解・御協力を

いただいた後催県の皆様へ感謝の意を表明するため，横断幕を制作
する。
① 制 作 者 鹿児島県民（広報活動内で，県民に寄せ書きをし

てもらう予定）
② 制 作 数 ３枚
③ 設置箇所 両大会の開・閉会式会場

報告事項４（資料８）
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